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第９章 敷地内の排水処理 

 (1) 敷地内の雨水、及び汚水は、排水枡及び排水管から下水管等に接続し、がけ面等に影響を与えない

ように計画する。 

 (2) 既存擁壁等のがけ上部宅地の地表面は、出来るだけコンクリート土間等の不透水層で覆うように配

慮する。 

 (3) 既存擁壁等のがけ上部宅地の地表面排水は、原則として擁壁側が水上となる水勾配とし、がけ側に

水が集まらないように計画する。 

 (4) 斜面下敷地のように周囲の地形から宅地へ水が集まりやすい場合には、排水施設を設け、それらの

流下した雨水等を既存擁壁等のがけ側へ流さないように計画する。 

 

【解説】 

(1)  建築物の屋根を含めて、敷地に降った雨や、流入した雨水、及び汚水は、排水溝や排水枡等の排水施

設を設け、敷地外へ排出するように計画する。がけ上敷地の場合は、日常の排水施設の点検を定期的に

行い、排水管や排水枡から漏水等がないか確認することも必要である。 

がけに近接して浸透枡を設けると、浸透した水により、がけ崩れを誘発することになってしまうので、

そのような敷地で浸透枡を採用することは、避けなければならない。 

(2)  既存擁壁等のがけ上部宅地の場合は、一定の排水施設を設けていても、集中豪雨等で、地表面から

一時的に大量に雨水が浸透することにより、土の自立性が急激に低下し、がけ崩れに結びつくことが多

い。既存擁壁等の危険度や排水性能とも関連するが、そのような意味で集中豪雨等に対する対策として、

コンクリート土間等の不透水層で覆っておく方法が有効である。もちろん、その場合の表面水は、がけ

側へ流下させないよう排水溝を設け、排水枡及び排水管で流末に接続することが必要である。 

また、建築物の建替え時等に、既存建築物を解体すると、敷地が窪んで雨水が敷地全体に浸透しやす

い状態になってしまうことが多く、がけに影響を与え崩れるケースも見受けられるので、雨水が浸透し

ないように養生を行う等、十分注意する必要があ

) 上記の

る。 

(3 ように、がけ上部宅地の場合は、出来

図－３２ がけ上宅地の排水勾配の方向 
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るだけコンクリート土間等の不透水層で覆って

おくことが望ましいが、既存擁壁等の危険度や

排水性能により土や植生等の一般的な地盤とす

ることも多い。そのような場合には、宅地の排

水勾配は、がけ側、擁壁側へ流下させないよう、

原則としてがけ側が水上となる水勾配とすると

ともに、水下側で排水溝を設け、排水枡及び排

水管で流末に接続する必要がある。（図－３２）

この点に関連しては、条例第3条第 2項でも、

高さ 3ｍを超えるがけの上に建築物を建築し、

または建築物の敷地を造成する場合には、雨水

及び汚水の排水が、がけ面を流下したり、擁壁

の裏側またはがけに浸透しないように排水施設

を設ける等適当な措置を講じなければならない

と規定している。 
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 ( うに、自然と水が集まってしまうような地形や、法面下のがけ地のようにどうして4) 谷地や窪地のよ

も、雨水が集まりやすい地形となっている宅地の場合についても、過去の集中豪雨等での崩壊事例が多

い。計画にあたって、そのような条件下にある敷地については、周囲の地形や大雨の時の状況等から事

前に予測することも可能であり、慎重に外構排水計画等をすすめ、予測される最大降雨量に対応した排

水溝、排水枡及び排水管等の排水施設を設け流末に接続し、がけ側へ流入させないようにすることが必

要である。 
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